
社
会
福
祉
法
人
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
若
柳
支
所

〒
９
８
９
ｌ
５
５
０
２ 

栗
原
市
若
柳
字
川
南
戸
ノ
西
４
番
地
　
℡
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３
　
℻
０
２
２
８
ｌ
32
ｌ
３
０
８
３
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平
成
30
年
4
月
16
日  

発
行

「
住
み
な
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い 
そ
ん
な
地

域
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、
３
月
14
日
（
水
）
、
若
柳
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
、
約
160
人
の
方
に
受
講
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
栗
原
市
社
協
が
取
り
組
む
「
防
災
ま
っ
ぷ
」
事

業
に
長
年
指
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
ウ
ェ
ザ
ー
ハ
ー
ト
災

害
福
祉
事
務
所 

代
表 

千
川
原 

公
彦 

氏
よ
り
、
防
災
ま
っ

ぷ
を
通
し
て
見
え
て
き
た
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
、
６
名
の
パ
ネ

ラ
ー
か
ら
、
活
動
事
例
や
、
自
分
達
の
目
指
す
福
祉
に
つ
い

て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
福
祉
を

目
指
し
取
組
み
た
い
と
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
内
容
で
し
た
。６名のパネラーの皆様

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業
（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業
）

『
共
に
学
ぼ
う 

若
柳
地
区
地
域
住
民
福
祉
活
動

推
進
公
開
講
座
』
を
開
催

毎
月
欠
か
す
こ
と
な
く
ミ
ニ
デ
イ

を
実
施
し
て
い
る
当
地
区
の
「
す
み

れ
会
」
と
合
同
で
健
康
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

生
き
て
い
く
為
に
一
番
大
切
な
「
食
」

に
つ
い
て
、
保
健
推
進
室
の
管
理
栄

養
士
さ
ん
の
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
あ
る

食
事
が
重
要
と

指
導
を
受
け
、

昼
食
時
に
は
百

歳
ま
で
長
生
き

し
よ
う
と
、
お

互
い
笑
顔
で
誓

い
ま
し
た
。

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
各
地
区
で

お
茶
っ
こ
会
や
子
ど
も
達
と
の
交
流

会
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
せ

ん
か
？

室
内
で
出
来
る
楽
し
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
軽

体
操
指
導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
等
ご
要
望
に
お

応
え
し
ま
す
、
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉
社
協
若
柳
支
所

電
話
　
32-

３
０
８
３

上
在
地
区
社
協
活
動
紹
介

会
長

　鈴
木

　幸
男

行
政
区
単
位
で
の
様
々
な
活
動
に

社
協
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

憶
え
て
い
ま
す
か
？
あ
の
日
の
こ
と
。
こ

こ
若
柳
も
、
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
家
屋

の
倒
壊
、
土
手
、
道
路
の
崩
落
、
電
気
も
水

道
も
止
ま
っ
た
真
っ
暗
な
中
で
の
生
活
。
怖

く
て
、
避
難
所
で
過
ご
し
た
こ
と
。
ま
た
、

地
区
の
集
会
所
で
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い

過
ご
し
た
こ
と
。

３
月
６
日
（
火
）
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
若
柳
の
住
民
に
仲
間
入
り
し
た
方
々
と
サ

ロ
ン
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
災
害
公
営
住
宅

の
班
長
さ
ん
が
、
日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
区
長
さ
ん
や
地
域
の
方
へ
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
浜
の
手
料
理
を
ご
ち
そ
う
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
鍋
を
囲
み
、

あ
の
日
の
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
こ
の

サ
ロ
ン
会
は
、
歳
末
た
す
け
合
い
募
金
の
配

分
金
で
実
施
を
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
、

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

あ
の
日
か
ら
７
年
を
迎
え
て

　
　
　
震
災
移
住
者
サ
ロ
ン
会

（
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業
）

今の時期は鱈が
美味しいよ。
いつもお世話に
なっているから、
今日は食べて下
さい。

みんなでフラワー
アレンジメント
記念写真

講師の
千川原先生

コーディネー
ターの佐藤地
域福祉課長

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております



栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

　
　利
用
に
つ
い
て
（
ご
案
内
）

支
部
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
が
一
層
活
発
化
し
、
地
域
づ
く
り
、
地

域
の
支
え
合
い
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
左

記
の
と
お
り
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▣
利
用
開
始
時
間
及
び
利
用
終
了
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

▣
運
行
範
囲
　
出
発
地
点
（
集
会
所
等
）
か
ら

目
的
地
ま
で
の
往
復
２
０
０
㎞
以
内

▣
利
用
申
請
　
申
請
は
、
利
用
20
日
前
ま
で

※

詳
し
く
は
、
栗
原
市
社
協
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
日
　
時
】
平
成
30
年
５
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～

【
場
　
所
】
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー 

２
階

平
成
29
年
度
登
録
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

別
途
ご
案
内
し
ま
す
。
今
年
度
の
登
録
手
続

き
も
あ
わ
せ
て
開
始
し
ま
す
。
一
緒
に
活
動

を
し
ま
せ
ん
か
？
新
規
登
録
団
体
、
個
人
の

方
も
会
員
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

合
言
葉
は

「
だ
れ
か
の
た
め
に
、そ
し
て
自
分
の
た
め
に
」

若
柳
地
区
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
等
に
関
す
る
こ
と
は
、
お

気
軽
に
社
協
若
柳
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
　
　
電
話
：
32―

３
０
８
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

平
成
30
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
す

平成29年度
しあわせ地域づくり助成団体紹介

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と

の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
内

栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
若
柳
支
所

電
話
：
32-

３
０
８
３

５
月
８
日（
火
）

６
月
５
日（
火
）

４
月
24
日（
火
）

５
月
22
日（
火
）

６
月
19
日（
火
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

読み聞かせボランティア
「ぽっかぽか」
　学校や地区の行事
に出向き、絵本等の
読み聞かせ活動をし
ています。

絵手紙  コスモス会
　絵手紙を書き、市
内の福祉施設等へ寄
贈する活動をしてい
ます。

♢
職
員
紹
介
♢

栗
原
市
よ
り
「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

第
２
層
運
営
等
業
務
」
を
受
託
し
た
こ
と
に

伴
い
、
新
た
に
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

事
務
職
員
兼

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
由
　
利

事
務
職
員
　
　
　
小
野
寺
　
ま
な
み

むすび丸ピンバッジ『被災地の子どもたちへ絵本を贈ろうプロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　　ご協力いただいた数 ３０７個　　金額 １５３，５００円

皆様のご協力大変ありがとうございました。

平
成
30
年
度 

し
あ
わ
せ
な

地
域
づ
く
り
事
業
受
付
開
始
し
ま
し
た

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
資
金
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

対

　
　象

他
か
ら
の
助
成
金
等
を
受
け
て
い
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
（
個
人
）で
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
登
録
、
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
て
い
る
団
体
（
個
人
）

助
成
金
額

１
団
体 

年
額
５
０
，
０
０
０
円
以
内

申
請
締
切

平
成
30
年
５
月
11
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
審
査
の
結
果
、
承
認
さ
れ
な
い
場
合
や
、
助
成

決
定
額
が
申
請
額
よ
り
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

この広報紙は、皆さまの会費と共同募金の配分金により発行しております




